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 要  旨 
 
近年，インターネットの利用者が増え，さらにインターネットサービスプロバ
イダ（ISP）の音楽，映像ストリーミングといった新しいサービスによってマルチ
メディアトラフィックが爆発的に増大している．このため，バックボーンネット
ワークの超大容量化が大きな課題となっている．これに対応するべく，フォトニ
ックネットワークの研究が盛んに行われており，中でもWDM（波長分割多重）技術
は昨年111Gbps×140波多重（14Tbps）で160Kmの長距離伝送実験に成功した報告が
あり，非常に有望な技術と言える． 
本研究では，この有力なWDM技術と光バーストスイッチング技術を組み合わせて
帯域粒度の小さい動的光パスを形成する，バースト型フォトニックネットワーク
を研究対象とする．これは波長パススイッチングをベースとしたWDM技術を用いる
長距離バックボーンネットワーク（Long Haul Backbone Network）に，光バース
トスイッチング技術を用いたリング型の地域ネットワーク（Regional Network）
が複数接続されたモデルである．  
このモデルでは通常，一組の送受信地域ネットワーク間通信に個別の波長を割
り当てるが，多重可能な波長数にも限界があるため，今後も予想されるトラフィ
ック量の増加に対応するべく，複数の地域ネットワークで発生したトラフィック
で送信先が同一地域ネットワークのトラフィック量が少ない場合，波長共有を行
って１波長内の利用効率を向上させることを本研究の目的とする．しかし，送信
地域ネットワークがそれぞれ独立にデータを乗せた光フレームを送出すると，伝
送途中のフレーム合流ノードにてフレーム同士が衝突する問題があるため，これ
を回避するアルゴリズムを提案する．さらに波長共有時に，トラフィック変動に
応じて，共有している地域ネットワークが送出する光フレーム長を変化させる，
動的な帯域制御のアルゴリズムを提案する． 
 この提案方式を加味したネットワークモデルに自己相似トラフィックを発生さ
せて計算機シミュレーションを行うことによって評価する．共有している地域ネ
ットワークに発生するネットワーク負荷の違いによって，共有可能な範囲を導き
出し，通常の伝送時と比較して1波長内の利用効率の上昇具合を評価する． 
 
 
